
WordPressのアップデート
を安全に行う方法
WordPressは常に最新版で使うソフトウェアです



WordPressの保守・管理の三本柱

アップデート

バックアップ

パスワード管理

他にもまだまだありますが、最低限この３つは行
うようにしましょう。



WordPressの保守・管理の三本柱

アップデート

バックアップ

パスワード管理

今回はアップデートについてです。



WordPressのアップデートはとても大事

 WordPressはセキュリティの穴（脆弱性）が見つかると、
すぐに穴を塞いでバージョンアップ版をリリースします

 それだけでなく不具合（バグ）対応としてバージョンアッ
プ版をリリースします。

 アップデートをしないと、不具合があるだけでなく、セ
キュリティの穴がそのままなので、攻撃者に突破されて
乗っ取りなどの被害にあうこともあります。

 自分だけならまだしも、周囲にも迷惑をかけることがある
のでアップデートは必ずしてください。



WordPressのアップデートとセキュリティ

 日本でWebセキュリティの第一人者と言われる、徳丸浩さんは著書
「Webセキュリティの教科書」の中でWebサイトの侵入経路は

 ・ソフトウェアの脆弱性

 ・認証突破

 の２種類といっています。

 ソフトウェアの脆弱性はかなり危険といえます。

 WordPressは脆弱性（セキュリティの穴）が見つかると、それを塞ぐ
バージョンを出しますので、アップデートして常に最新版を保ち、
脆弱性がない状態にしておきましょう。



WordPressをアップデートする前に

 バックアップを取っておきましょう。

 バックアップを取っておけば、最悪アップデート前には戻すこ
とができます

 アップデートのスライドはこちら

 https://goo.gl/QvgjZs

 ミラーサイトを作っておいて、そこを先にアップデートして問
題なかったら本番サイトもアップデートするというやり方が一
番ベストです。

 WordPress上でも、バックアップを取るようにメッセージが出ま
す

https://goo.gl/QvgjZs


WordPressのアップデート通知

 まずはWordPress本体または公式ディレクトリのプラグインはアップ
デートがあると管理画面にアップデート通知がでます。

 これが出てたらアップデートするようにしてください。



WordPress本体のアップデート

 WordPress本体のアップデートです。本体にアップデートがあると
「ダッシュボード＞最新」に以下のような画面が出ます。



プラグインのアップデート

 プラグインもアップデートがありますと、「ダッシュボード＞最新」
に以下のような画面が出ます。



テーマのアップデート

 テーマもアップデートがありますと、「ダッシュボード＞最新」に以
下のような画面が出ます。



WordPress本体のアップデート

 WordPress本体をアップデートします

 「今すぐ更新」ボタンをクリックします



アップデート中は画面を消さない遷移し
ない

 アップデート中はタブのアイコンがクルクル回りますが、このアップ
デート中は、画面を消したり遷移したりしないでください。エラーの
原因になります。



WordPress本体のアップデートが終わると

 WordPress本体のアップデートが終わるとこのような画面が出ます。

 5.0.3は44個の不具合が直されています

 44k



WordPress4.xからWordPress5.xにアップ
デートすると

 このように投稿画面や固定ページの入力画面が変わります。

 これは不具合ではなく、 WordPress5.xから仕様が変わったのです。

 昔ながらの投稿画面がいい人は以下の順をやってください



WordPressの投稿画面を昔ながらにする

 プラグインの新規追加をクリックします



WordPressの投稿画面を昔ながらにする

 画面上部の新規追加をクリックします



WordPressの投稿画面を昔ながらにする

 検索窓に「classic editor」と入れると、候補に「Classic Editor」が出
てきます



WordPressの投稿画面を昔ながらにする

 「今すぐインストール」ボタンをクリックします。



WordPressの投稿画面を昔ながらにする

 このようにインストール中は画面遷移などは行ったりしないでください



WordPressの投稿画面を昔ながらにする

 インストールが終わるとボタンが「有効化」に変わります

 そのまま有効化してしまいます。



WordPressの投稿画面を昔ながらにする

 有効化が終わると投稿画面が昔ながらの画面になります



プラグインのアップデート

 プラグインのアップデートですが、「すべてを選択」をチェックを入
れると、全部いっぺんにアップデートできます

 しかし、これをすると不具合が起きた時に、どのプラグインをアップ
デート中に不具合が起きたのかわからなくなります



プラグインのアップデート

 なので、慣れないうちは、面倒でも一個ずつアップデートします

 チェックを入れて「プラグインを更新」をクリックします



プラグインのアップデート

 更新が終わると以下の画面が出ます「WordPress更新ページへ戻る」を
クリックして更新画面に戻ります。



プラグインのアップデート

 次のプラグインをアップデートしましょう



テーマのアップデート

 テーマのアップデートもプラグイン同様です。一つずつ行きましょう



テーマとプラグインのアップデートにつ
いて

 テーマとプラグインは使ってないものでも、インストールされている
ものはアップデートしましょう

 使っていないテーマやプラグインの脆弱性から攻撃してくることもあ
ります。

 なので、使う予定のないテーマやプラグインは停止ではなく、削除し
てしまったほうがいいのです



WordPressは常に最新版にしておく

 このようにWordPressは常に最新の状態にしておきます



WordPressはすべて最新版にしました……

しかし……

 WordPressはすべて最新版にしました。しかしWordPressはPHPという
処理するプログラム上で動いています。このPHPを古いまま使っている
人が見かけられます。



現在のPHPのVer.7.3以上を推奨していま
す。

 WordPress公式サイトからですが、現在PHP7.3以上を推奨しています。

 まだPHP7以上を使っていれば、まだマシですが、いまだにPHP5.3とか
PHP5.6とかを使っている人もいます。

 PHP7にするのはセキュリティだけでなく、速度や負荷などパフォーマ
ンスも圧倒的に良くなりますので、 PHP7以上にしましょう



とはいうものの……

 現在使っているテーマやプラグインがPHP7に非対応（まだ対応されて
いない）可能性があります。

 対応していないのにアップデートしてしまうと、画面が真っ白なんてこともあ
りえます。



PHP Compatibility Checker

 PHP Compatibility Checkerプラグインは使っているテーマがPHP7に対
応しているかどうかをチェックするプラグインです。



PHP Compatibility Checkerをインストール

 プラグインの新規追加をクリックします



PHP Compatibility Checkerをインストール

 上部にある「新規追加」ボタンをクリックします



PHP Compatibility Checkerをインストール

 検索窓にPHP Compatibility Checkerといれると候補に出てきます



PHP Compatibility Checkerをインストール

 「今すぐインストール」ボタンをクリックします。

 インストール中は画面の遷移や画面を消したりしないでください



PHP Compatibility Checkerをインストール

 インストールして有効化するとプラグイン一覧に出てきます。

 PHP Compatibility Checkerのところにあります、StartScanをクリック
します



PHP Compatibility Checkerの画面が出ま
す
 まだPHP7.3は入っていませんが、PHP7.2 PHP7.1 PHP7に対応している
かをみることができます。

 バージョンを選んで、「Scan site」をクリックします



全部OKだったらPHPをバージョンアップし
ます

 全部CompatibilityだったらPHPをバージョンアップできます。

 Warningはそれほど気にすることありませんが、エラーが出ているもの
はPHPをアップすると正常に動かない可能性があります。



全部OK（ Compatibility）じゃなかったら……

 PHP非対応のプラグインかテーマがあったら、PHPのバージョンアップ
をしないではなく、そのプラグインやテーマは使用をやめて、代替え
のプラグインやテーマを探してください。

 新しく覚える学習コストはかかりますが、古いものをいつまででも
使っているのは良くないです。

 今、対応していないということは、おそらく、もう制作者は対応させ
る気はないので、代替えのプラグインやテーマに切り替えていってく
ださい。



PHPのアップデート

 PHPのアップデートはレンタルサーバーごとに違います。

 ここでは、私が契約しているエックスサーバー例に出しますが、基本
的な流れは同じです



PHPのアップデート

 レンタルサーバーの管理画面（サーバーパネル）に入ります。

 その中に「PHP Ver.切替」がありますので、クリックします



PHPのアップデート

 変更後のバージョンを設定できるところがあります。アップしたい
バージョンを選択します。



PHPのアップデート

 変更後のバージョンを選択しましたら、「変更」ボタンをクリックし
ます



PHPのアップデート

 レンタルサーバーによって違いますが、このように確認画面が入るこ
とがあります。「変更する」をクリックします



PHPのアップデート

 変更しましたが出ると、変更が終了です。自分のサイトを確認してく
ださい



これからWordPressでサイト制作を依頼
される方へ。

 依頼するWeb制作会社に必ずアップデートはどうなっていますか？と
確認してください。

 中には、「アップデートはしないでください」といわれるWeb制作会
社もありますので、そういうWeb制作会社は選ばないほうが無難です。

 一番いいのは、Web制作会社がアップデートをやってくれるところが
いいですが、それも少ないので、せめて「アップデートはお客様でお
願いします。何かありましたら対応しますのでご連絡ください」ぐら
いのところを選びます。

 「アップデートはお客様でお願いします。何かあっても対応はしませ
ん」というWeb制作会社も選ばない方が無難です。



もしWordPress5.0.xにアップデートで
困ったら

 ハルプレスではWordPress5.0 .xにアップデートで困った人のために個
別相談を行っております。

 初回は無料で行っておりますので、お気軽にご利用ください。

 https://harupress.co.jp/wordpress5-0/
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https://harupress.co.jp/wordpress5-0/


WordPressについて

 オウンドメディアWordPress運用支援センターの方で今後もWordPress

のネタを投稿していきます。

 https://wp-operation.com/

Copyright 株式会社ハルプレス 49

https://wp-operation.com/


株式会社ハルプレスについて

 株式会社ハルプレスはWebサイトの保守・管理・運用などのアフター
サポートをアウトソーシングという形で受託しています。

https://harupress.co.jp/
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ありがとうございました。
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